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一橋大学では、２０２４年１１月に東京都の「大学発スタートアップ創出支援事業」に採択され、現在、学内に
おける大学発スタートアップ創出に係る支援体制の整備・仕組み作りを推進している。

１．本事業の背景・目的

制度・
設備

各種
支援

組織

• スタートアップ支援室を設置し、各種セミナー等の開
催や、研究・教育成果の事業化・実業化を含め起業
を目指す本学の学生・卒業生及び教職員等に対す
る様々な支援を実施

• 2024年11月に「一橋大学発ベンチャー／一橋大
学発学生ベンチャー称号授与制度」を制定

• 2025年3月に起業を目指す方を支援する「一橋大
学インキュベーション・ベース（HIB）」をオープン

• 東京大学協創プラットフォーム開発株式会社（東大
IPC）と連携し、国内22大学／研究機関と連携し
て起業支援プログラム「1st Round」を開催

• スタートアップ如水会や如水ベンチャーズ等、卒業生
の知見・ネットワークを活用した支援も可能

本事業における取組 学内における大学発スタートアップに関する取組

3

参考：https://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/file/startups/startup_press0.pdf

https://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/file/startups/startup_press0.pdf
https://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/file/startups/startup_press0.pdf
https://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/file/startups/startup_press0.pdf
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本事業の一環として、本年度は、将来的な大学発スタートアップの基盤となる研究シーズの発掘・棚卸と、
それらの研究シーズを育成するためのアクセラレータプログラムを実施している。

２．本事業の概要

市場
変革

社会と連携した実装
パターンの検討

研究URAと
連携した大学
知財の特定

研究
発展

Level1 Level2 Level3 Level4 Level5

事業アイデアの
実装

多様な企業との連携による
バリューチェーンやエコシステムの構築と事業

発展・成長

アーリー ミドル レイター

① シーズ発掘

② アクセラレータプログラム

■本事業における実施事項

スタートアップの立上げ・シード

本事業のターゲット

①研究シーズの発掘

②アクセラレータ
プログラムの実施

一橋大学発スタートアップの創出に向け、事業化可能性のある研究シーズを探索
し、シーズリストを作成する

研究者や学生を対象に全5回のプログラムを実施。座学やワークショップを通じて
実際の起業活動につながるコンテンツを提供
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本プログラムでは、起業に向けたマインドやモチベーションの醸成に加え、ビジネスモデルや事業計画のブ
ラッシュアップ、起業に対する基礎知識の習得を目的として、全5回のプログラム＋デモデイを実施。

３．アクセレータプログラムの概要

プログラム概要・講師 日時 形式

第１回
起業マインドの醸成
大学発スタートアップの起業経験者から、スタートアップ創出までの経緯や、起業に向けた具体的な進め
方、心構え、チームビルディングの方法等について紹介。

2025/12/11（木）
10:30 〜 12:30

座学

第２回
知財/アイディア検討コンセプトの実証
研究シーズや保有する知的財産の提供価値を特定し、研究シーズの独自性・強みを新たな価値へ翻
訳するためのプロセス・方法論について紹介。

2025/12/23（火）
13:00 〜 15:00

座学/ワーク

第３回
事業の実証
第2回を通じて学んだ方法論を基に、想定されるビジネスモデルや、必要なリソース、収支計画の具体化
を目指し、顧客提供価値の整理、ビジネスモデルマップ・事業計画の作成等を行う。

2026/1/21（水）
10:30 〜 12:30

座学/ワーク

第４回
資金調達手法
資金調達の選択肢や具体的な方法、外部人材を巻き込んだ体制整備の進め方について、ベンチャー
キャピタル（VC）関係者による講義形式で紹介。

2026/2/3（火）
13:00 〜 15:00

座学

第５回
プレゼンスキル・デモデイ準備
デモデイに向けたプレゼンのリハーサルを実施するとともに、プレゼン内容に対して、事業性等を評価し、投
資判断を行うVC等の目線からフィードバックを行う。

2026/2/10（火）
10:30 〜 12:30

座学/ワーク

デモデイ プログラムを通じて策定したビジネスプランの成果報告 2026/3 第一週

講師：株式会社ユーグレナ 共同創業者 鈴木 健吾 氏

講師：九州大学 名誉教授 五十嵐 伸吾 氏

講師：PwCコンサルティング合同会社

講師：テンキューブ株式会社代表取締役 伊藤 信雄 氏

講師：テンキューブ株式会社代表取締役 伊藤氏・PwCコンサルティング合同会社

• 事業化可能性のある研究シーズを有する研究者および学生に対し、起業に向けたマインドやモチベーションを醸成することに
加えて、研究シーズを起点としたビジネスモデルや事業計画のブラッシュアップ、起業に必要なスキル・知識の習得を通じて、
スタートアップ創出に向けたアクションの具体化を目指す。

プログラムの目的
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• 10月7日（火）より、大学HP（URL）や学内ポータルに公募情報を掲載。
プログラム
公募開始

アクセラレータプログラムの公募からデモデイ実施までのプロセスは以下の通り。

４．今後のスケジュール

• 10月15日（水） 公募説明会開催（本日）
• 応募方法：上記大学HPより応募申請フォームをダウンロード・記入の上、指定のGoogle Form（リンク）に提出。
• 問合せ先： jp_cons_hitotsubashi_accelerator@pwc.com
• 問合せ期限：10月24日（金）迄

公募受付期間
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• 「プログラム内容・趣旨に対する理解」、「起業に向けたビジネスプランの明晰性」「プログラム及び起業に対する意欲」「研究シー
ズの先進性及び独自性」「研究シーズの市場性、将来性」の観点より、今後の大学発スタートアップの創出に繋がり得る応募
者を対象として選定。

プログラム
参加者選出

• 2025年12月11日（木）〜2026年2月10日（火）にかけて、起業に向けた具体的なプロセスや、ビジネスモデルの策定・
ブラッシュアップ、資金調達方法などに関する計5回のプログラムを提供。

プログラムの実施

• VCや金融機関、顧客となり得る企業等を招き、アクセラレータプログラムにアクセラレータプログラムの参加者からプログラムで学
んだ成果を発信予定。

デモデイの実施

10月7日(火)

11月上旬~下旬

12月11日(木)
～

2月10日(火)

3月初旬
（第1週）

公募〆切り
10月31日(金)

https://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/startups/2025/10/07/%e3%80%90%e7%a0%94%e7%a9%b6%e8%80%85%e3%83%bb%e5%ad%a6%e7%94%9f%e5%af%be%e8%b1%a1%e3%80%91%e5%a4%a7%e5%ad%a6%e7%99%ba%e3%82%b9%e3%82%bf%e3%83%bc%e3%83%88%e3%82%a2%e3%83%83%e3%83%97%e5%89%b5%e5%87%ba/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScxDBILVkMHtTU3ZlyDgJkN7XdiTVv5m7ay76rVy4N-5anTTQ/closedform
mailto:jp_cons_hitotsubashi_accelerator@pwc.com
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一橋大学の研究者・教員、一橋大学を含む多摩地域の大学に在学する学生を対象に募集を行う。
申請は、大学ホームページに掲載されている申請書をダウンロードし、指定のGoogleフォームにアップロード
すること。

５．公募概要（1/2）

公募期間

申請項目
提出書類

対象者

2025年10月7日（火）〜10月31日（金）17:00

◼ 提出書類
大学HPよりダウンロードした申請書

◼ 申請時の入力・記載項目

 【Google Formに入力】
 ① 属性情報（氏名、所属、メールアドレス、チームメンバーの情報等）

 【申請書への記入事項】
 ① 研究シーズの内容
 ＞記載のポイント：スタートアップの核となる「研究シーズ」について、研究課題や研究で明らかにしたこと等を記入

 ②研究シーズの独自性
 ＞記載のポイント：他の研究や既存の技術・サービスと比較し、その研究ならではの特徴や新しい視点・方法を記入

 ③プログラム、及び起業に対する意欲
 ＞記載のポイント：なぜ起業に関心を持ったのか、どのような事業を目指したいか等、起業に対する姿勢を記入

 ④起業に向けたビジネスプラン
 ＞記載のポイント：提供するサービス・製品、ターゲット、市場性・収益性等想定するビジネスプランを記入

• 有望な研究シーズを有する研究者・大学教員
• スタートアップに関心がある、または起業を志す大学生・大学院生

※ 起業を計画しているチーム単位での参加も可能であり、「研究者×学生」「一橋大学を含む、多摩地域の大学に在学
する学生×多摩地域以外の大学に在学する学生」等のチームでの参加も可能。
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応募頂いた方について、書面による審査を行い、申請書に記載された内容を基に5つの観点から評価を行う。

５．公募概要（2/2）

審査観点

審査形式

下記5つの観点からプログラムへの参加候補を選定

① プログラム内容・趣旨に対する理解
プログラムの趣旨を理解しているか、プログラム受講後の目標が明確か

② 起業に向けたビジネスプランの明晰性
将来的な事業化・収益化が見込めるか、リソースの観点から実行力があるか、現状の課題が明確か

③ プログラム及び起業に対する意欲
起業を目指すきっかけ、ビジョンが明確か、プログラムを最後まで受講可能か

④ 研究シーズの先進性及び独自性
研究内容の独自性・新規性、既存技術・製品との競合優位性を維持する施策があるか

⑤ 研究シーズの市場性、将来性
想定する市場の成長可能性、市場への参入余地、単独市場だけでなく横展開が期待できるか

書面審査
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６．申込方法

申込方法
1. 大学のホームページ（URL）から申請書をダウンロード
2. 申請書の必要事項を記入し、Googleフォーム（URL）に属性情報とともに申請書をアップロード

申込期日 2025年10月31日（金）17:00 迄

大学HP Google Form

問合せ先
アクセラレータプログラム運営事務局（※問合せ期限は10/24迄）

PwCコンサルティング合同会社（担当：木村・小野）
メールアドレス：jp_cons_hitotsubashi_accelerator@pwc.com

https://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/startups/2025/10/07/%e3%80%90%e7%a0%94%e7%a9%b6%e8%80%85%e3%83%bb%e5%ad%a6%e7%94%9f%e5%af%be%e8%b1%a1%e3%80%91%e5%a4%a7%e5%ad%a6%e7%99%ba%e3%82%b9%e3%82%bf%e3%83%bc%e3%83%88%e3%82%a2%e3%83%83%e3%83%97%e5%89%b5%e5%87%ba/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScxDBILVkMHtTU3ZlyDgJkN7XdiTVv5m7ay76rVy4N-5anTTQ/closedform
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